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本日の説明内容

■ 最近の県政の動き

（１）令和４年度の広島県当初予算額等について
（２）新型コロナウイルス感染症への対応について
（３）一般国道486号について
（４）（主）新市七曲西城線について
（５）道路の整備状況と災害復旧工事の完成について
（６）河川内堆積土の撤去について
（７）デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）への対応について
（８）人口減対策について
（９）地域における取組について
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（１）令和４年度の広島県当初予算額等について

～ 新型コロナウイルス感染症等への対応に伴い、当初予算額は増加傾向 ～

それぞれの欲張りなライフスタイルの実現

◆「安心▷誇り▷挑戦ひろしまビジョン」に掲げる施策の推進

アフターコロナを見据えた社会・経済の発展的回復

◆社会の修復と発展に向けた取組 ◆経済の発展的回復

新型コロナなどにより顕在化した構造的課題への対応

◆適散・適集社会の実現 ◆デジタル化への対応
◆激甚化・頻発化する気象災害等への対応

新型コロナウイルス感染症への対応

◆感染拡大防止対策 ◆医療提供体制の確保
◆事業継続と雇用対策

２

令和４年度予算
１兆1,440億円

令和３年度予算
１兆938億円

令和２年度予算
１兆905億円

1,555億円 (14%)

1,878億円 (16%)

1,036億円 (9%)

1,060億円 (9%)

538億円 (5%)

282億円 (3%)

646億円 (6%)

2,666億円 (23%)2,095億円 (19%)

1,948億円 (18%)

1,479億円 (13%)1,432億円 (13%)

1,216億円 (11%)

商工業振興など

その他

学校教育など

道路・河川の整備など

地域振興や防災・危機管理など

災害復旧

警察活動など

福祉・医療など

借入金の返済

農林水産業振興など
639億円 (6%)

315億円 (3%)
430億円 (4%)

1,623億円 (15%)

572億円 (5%)

634億円 (6%)

2,172億円 (20%)

1,899億円 (17%)

1,479億円 (14%)

972億円 (9%)

630億円 (6%)

296億円 (3%)
194億円 (2%)

1,583億円 (9%)

1,078億円 (10%)

635億円 (6%)
300億円 (3%)



法令等により

配置基準が

定められた人件費

1,639億円

21.7%

地方の政策的経費

882億円

11.7%

法令等により

義務付けられた

経費

3,344億円

44.3%

教職員人件費

1,112億円

14.7%

警察官人件費

527億円

7.0%

義務的な経費に係

る知事部局人件費

289億円 3.8%

政策的経費

に係る

知事部局

人件費

140億円

1.9%

一般事業

601億円

7.8%

私学振興

142億円

1.9%
公共事業

138億円

1.8%

公債費

1,257億円

16.6%

その他

458億円

6.1%

税交付金

1,524億円

20.2%

社会保障関係費

1,362億円

18.0%

国の法令等の関与が存する経費

歳出総額の８６％

企業立地促進対策事業 74

重度心身障害児(者)・乳幼児・ひとり親

家庭等医療公費負担 62

県立大学運営交付金 44 ほか

R4年度

歳出

(一財ベース)
7,550億円

○ 地方財政の財源不足は、常態化

※令和３年度当初予算では、新型コロナ
の影響により県税収入の大幅な減少が
見込まれたため、財政調整基金を使い
切るなど、厳しい財政状況となった。

○ 広島県の歳出総額1兆1,440億円
（R4年度当初予算）に対し、
国庫支出金や県債を充当した
経費等を除く一般財源ベースでは
7,550億円

○ このうち、配置基準が定められた
人件費や義務付けられた経費など
国の法令等の関与が存するなどの
義務的な経費が歳出総額の約９割
を占めている状況。

令和４年度の広島県当初予算額等について
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（２）新型コロナウイルス感染症への対応について

区 分
R２まで
の累計額

R３最終
予算額

R４当初
予算額

計

感 染 拡 大
防 止 対 策

285 1,139 73 1,496

医 療 提 供
体制の確保

569 587 345 1,502

事 業 継 続
と雇用対策

490 886 352 1,728

そ の 他 242 108 10 360

特別会計等 7 6 0 14

計 1,594 2,726 781 5,101

１ 感染拡大防止対策
・ＰＣＲ検査体制の強化
・ワクチン接種体制の整備
・患者搬送体制の整備
・感染拡大防止協力支援 など

４

➢ 感染を最小限に抑え、一日も早く日常生活を取り戻すための感染症対策を徹底

２ 医療提供体制の確保
・病床の確保
・宿泊療養施設の確保
・医療提供体制の確保
・医療従事者への支援 など

３ 事業継続と雇用対策
・事業者支援（頑張る中小事業者月次支援金等）
・公共交通ネットワークの維持
・観光誘客の促進 など

４ その他
・安心安全な県民生活
（緊急小口資金等の特例貸付等）
・教育機会の確保 など

（単位：億円）



新型コロナウイルス感染症への対応について

１ 感染拡大防止対策

２ 医療提供体制の確保

３ 事業継続と雇用対策

・経営革新計画の承認を受けた事業者

への設備投資，人材育成などを支援

◆事業継続や新事業展開を後押し

アフターコロナ対応
経営革新推進補助事業

経営革新計画の承認事業者

設備投資，人材育成，販路開拓
にかかる経費

1,000千円
（2/3以内）

支
援

５

新型コロナウイルス感染症対策
建設労働者雇用促進事業

・離職者等を雇用する建設業者への助成

◆緊急的な雇用の受け皿の確保
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（３）【道路改良】 一般国道486号 （新市府中拡幅）

国道486号(新市府中拡幅)の予算推移

➢ 朝夕の慢性的な交通渋滞の解消による円滑な
交通確保に向け、一般国道 486 号のうち、
福山市新市町戸手～府中市中須町の3.4km
区間の４車線化を推進

➢ 平成29年度に中須工区（延長1.0km）が完成
➢ 令和 ３年度に戸手工区（延長0.8km）が完成
➢ 令和 ４年度は新市工区（延長1.6km）の用地

買収を推進
～戸手工区～進捗状況 R3供用開始

国道486号（戸手工区）

令和４年度予算 800百万円
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（４）【道路改良等】 （主）新市七曲西城線

➢ 令和３年度までに宮内工区（延長1.0km）
のうち，0.3kmが完成

➢ 令和４年度は宮内工区の0.3kmについて
工事を推進（うち0.2kmがR4完成予定）
するとともに，宮内２工区（延長2.4km）
のうち0.2kmについて工事着手
→ R4完成予定

➢ 令和３年度は現地調査を実施

➢ 令和４年度は概略ルート検討を実施

令和４年度予算 105百万円

令和４年度調査費 7百万円

新市七曲西城線（宮内工区）

工事実施状況

道路線形不良・幅員狭小

新市七曲西城線（福山市～神石高原町）
【道路改良】（福山市～神石高原町）

【交通安全(歩道整備)】（福山市新市町宮内）
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８

（５）道路の整備状況と災害復旧工事の完成について

令和４年３月現在

年災 路河川名 箇所

一級河川　芦田川水系　戸手川 新市町戸手　地蔵橋上　他１箇所

一級河川　芦田川水系　神谷川 新市町上安井　渡上橋上　他３箇所

主要地方道　新市七曲西城線 新市町藤尾　藤尾発電所下　他10箇所

一般県道　藤尾井関線 新市町藤尾　赤瀧橋上　他４箇所

一般県道　金丸市場線 新市町金丸　市道橋下　他７箇所

一般県道　百谷新市線 新市町戸手　十四池上　他１箇所

一級河川　芦田川水系　戸手川 新市町戸手　芦品まなび学園前

一級河川　芦田川水系　金名川 新市町常　大谷橋上

一級河川　芦田川水系　神谷川 新市町金丸　厚山下橋上　他12箇所

一級河川　芦田川水系　見谷川 新市町金丸　上迫渡橋下　他６箇所

一級河川　芦田川水系　芦浦川 新市町常　弓戸人形工場上　他７箇所

一級河川　芦田川水系　父尾川 新市町藤尾　

R2年災
（５箇所）

H30年災
（57箇所）

➢ 道路の整備状況

➢ 災害復旧工事の完成

路線名 所在地 延長 事業内容 完成年度

一般国道486号 福山市新市町新市 0.3km 舗装補修 H29

一般国道486号 福山市新市町戸手 0.3km 舗装補修 H30

一般国道486号 福山市新市町芦田 0.3km 舗装補修 R2

主要地方道　新市七曲西城線 福山市新市町藤尾 0.02km 道路線形改良 H29

主要地方道　新市七曲西城線 福山市新市町新市外 0.2km 舗装補修 H31

主要地方道　新市七曲西城線 福山市新市町上安井外 0.2km 防草対策（防草コンクリート） R2



９

（６）河川内堆積土の撤去について

➢ 河川内堆積土の撤去状況 （県全体 総事業費：約70億円 （R03～R07））

【一級河川芦田川水系 神谷川】

新市町新市付近

＜令和２年度＞ 事業費：85百万円
・ 実施延長 Ｌ＝660 ｍ
・ 浚渫量 Ｖ＝12,300 ㎥

＜令和３年度＞ 事業費：39百万円
・ 実施延長 Ｌ＝500 ｍ
・ 浚渫量 Ｖ＝5,000 ㎥

令和４年度以降も継続実施
（※東部建設事務所より資料提供）

Before                                                                                    Before

After                                                                                       After



仕事・暮らしDX

地域社会DX

行政DX

・県民の仕事や暮らしに
関わる様々な社会課題の解決
・県内産業の生産性向上・
付加価値の創出

・地域が抱える課題の解決・
地域の魅力向上

・県民の利便性の向上、
業務の効率化

デジタル技術の活用により，
県民が暮らしや仕事の中での利便性の向上を実感している社会を実現する。

ＤＸの推進を支える
基盤づくり

基盤づくり

0.3億円

～ 令和２年度 ～

全15事業

約47億円

行政DX

６事業 5億円

地域社会DX

1事業 １億円

仕事・暮らしDX

7事業 41億円

基盤づくり

0.3億円

～ 令和３年度 ～

全27事業

約37億円

行政DX

8事業 5億円

地域社会DX

２事業 1.5億円

仕事・暮らしDX

16事業 31億円

基盤づくり

0.3億円

～ 令和4年度 ～

全46事業

約53億円

行政DX

10事業 10億円

地域社会DX

４事業 ２億円

仕事・暮らしDX

31事業 40億円
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（７）デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）への対応について



デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）への対応について

ＤＸの意味

出典：慶應義塾大学大学院 白坂 成功 教授
広島県議会 デジタルトランスフォーメーション推進・
行財政対策特別委員会説明資料から引用 11

□ 人の認知には無意識にバイアス
（認知バイアス）がかかっている。

□ 特定の集団は特定のバイアス
にかかっていることが多い。
（専門家バイアス）



（８）人口減対策について

➢ 本県の人口減少は加速しており、県東部では、特にその傾向が顕著

少子化に加え、
・大学卒業後の就職
・大学進学時の転出 など

【H29→Ｒ３人口増減の状況】

・東広島市 +2,628（１位/23市町）
・府中町 +964（２位/23市町）
・海田町 +626（３位/23市町）
・坂町 ▲373（４位/23市町）
〔県東部〕
・府中市 ▲2,088（ワースト９位/23市町）
・三原市 ▲5,154（ワースト４位/23市町）
・福山市 ▲5,597（ワースト３位/23市町）
・尾道市 ▲6,688（ワースト２位/23市町）

12

区 分 Ｈ29 Ｒ３
Ｈ29→Ｒ３
増 減

広島県

人 口 2,830,069 2,779,314
▲50,755
（▲1.8%）

世 帯 数 1,229,754 1,245,044
15,290
（+1.2%）

三原市

人 口 94,054 88,900
▲5,154
（▲5.8%）

世 帯 数 39,721 38,660
▲1,061
（▲2.7%）

尾道市

人 口 135,545 128,857
▲6,688
（▲5.2%）

世 帯 数 57,798 56,962
▲836

（▲1.5%）

福山市

人 口 463,618 458,021
▲5,597
（▲1.2%）

世 帯 数 189,956 194,020
4,064
（2.1%）

府中市

人 口 38,943 36,855
▲2,088
（▲5.7%）

世 帯 数 14,961 14,871
▲90

（▲0.6%）

【県内の人口及び世帯数】

・安心して子育てができる環境づくり
・若者の定着につながる取組の推進

人口減の主な要因

人口減対策

※出典：広島県人口移動統計調査
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尾道デニムプロジェクト

備後地方のデニムの素晴らしさを見直し、
まちの人たちと一緒に尾道デニムを通した魅力発信に挑戦。

ONOMICHI SHARE／シェアオフィス事業

地域と繋がり、自由な発想が生まれるクリエイティブな空間。

BETTER BICYCLES

自転車のある暮らしの楽しさを提供する“ライフサイクルショップ”

尾道自由大学

笑いながら、学ぼう 尾道自由大学
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（９）地域における取組について
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繊維産地継承プロジェクト HITOTOITO

次世代につないでいくために

繊維産地継承プロジェクトが生まれました。

ワーケーションプログラム SeW

デニムスクール受講にあわせた1ヶ月の滞在プログラムや、
繊維の町新市を体験していただける1週間のプログラム。

REKROW

役目を果たした作業服が生まれ変わる

産地のものづくり

産地を未来へつなぐ
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社会人インターン事業

経験を活かして働きたい都市圏の人材と地方部の企業を繋げる

hitohi

町の暮らしを次世代へと繋ぐ
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